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事務局より、水問題解決に関する国内外の様々な事例を紹介した。【議事概要-
P6-44】

○世界の水問題
【議事概要-P6-44】
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世界の水需給は逼迫している。日本は食料等の輸入を通じて間接的に諸外国の水
を利用（ヴァーチャルウォーター）しており、輸入先の渇水は、海外の問題にと
どまらない。【議事概要-P6-44】
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○広域的水管理の事例
【議事概要-P6-44】

オーストラリア
降水量は日本の１/３、近年複数年にわたる異常な渇水が発生。【議事概要-P6-
44】
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2007年連邦水法の制定により、各州政府別の権限となっていた水管理を、連邦政
府機関が行う枠組みを確立。【議事概要-P6-44】
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連邦水法により流域庁を設立し、流域計画を策定。水の取引の情報把握および監
視、流域の実力に応じた取水可能量の設定、水資源に対するリスクマネジメン
ト、水利権取引に関するルール化、等の実施。【議事概要-P6-44】

欧州連合（ＥＵ）
ＥＵは、加盟国から部分的に主権の委譲を受けて、欧州共同体として政策を実施
しており、共同体の法令は、規則、指令、決定、勧告・意見、の４段階。【議事
概要-P6-44】
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ドイツ
一つの国内に流域がとどまる事例としては、ヴェーザー川流域調整委員会が、関
係７州の水管理共同体として2003年に発足。【議事概要-P6-44】

「水枠組み指令」では、自然資源の管理単位を河川の流域としており、ＥＵ内全
ての河川流域に河川流域管理計画策定を義務付けている。【議事概要-P6-44】
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○水資源確保の事例
【議事概要-P6-45】

アメリカ・カリフォルニア州
〔ハード対策：緊急時の水供給の確保〕南部は降雨が250mm程度と少なく、人口が
増加しているロサンゼルス等では、北部から導水しているが、大地震による導水
停止、大渇水等、緊急時の水供給確保の貯水池を建設している。【議事概要-P6-
45】
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国内
既存施設の有効活用事例として、丸山ダムの嵩上げを紹介。【議事概要-P6-45】
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沖縄などで地下ダムの事例があるが、水没地域を伴わないという利点の一方で、
目に見えない水であり管理が難しい、また適地の条件が厳しい等の課題あり。
【議事概要-P6-45】

海水淡水化は福岡市の事例があるが、開発費が高額であり、消費電力から発生す
るCO2負荷が大きい。【議事概要-P6-45】
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〔ソフト対策：水銀行〕政府機関が仲立ちをして、北部の水を南部の水の欲しい
方に売却する仲介制度。水そのものの売買であり、水利権の売買ではない。【議
事概要-P6-45】

諸外国の水法等による渇水対応例
過去の研究会において、日本では河川管理者のイニシアチブが弱い制度になって
いる、という指摘があったが、諸外国においては、フランス、スペイン等、強固
な権限を調整する機関に与えている例もある。【議事概要-P6-45】
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